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1. はじめに 
近年,地震や台風など自然災害による被害の対策

が必要となっており，非常時に備えた災害時のマニ

ュアル作成,避難シミュレーションや防災訓練など

が行われるようになってきている.また,安否情報を

伝える災害用伝言板サービスや，災害用伝言ダイヤ

ルなど，各種サービスが普及しているが,これらのサ

ービスの安否情報の伝達相手は家族間など,狭い範

囲に限られている[1]－[3]． 
本稿では,災害時に在宅療養患者の避難支援を行

うために,患者の安否情報や医療情報を,担当者以外

の近隣の保健所や市町村の担当者へも開示し,情報

共有を行うシステムを提案する.家族同士の安否情

報のやり取りではなく,関係者にも情報を開示する

ことにより,広範囲で情報共有を行い在宅療養患者

の避難･救助支援を行うことを目的としている. 
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2. 災害時支援のシナリオ 
システムの全体の流れを図１に示す.和歌山県が

災害発令を発表すると,和歌山県立医大でデータ開

示の許可を行う(図 1-①). 災害発生時，以下の二つ

の状況に分けられる． 
(1) 患者が被災していない場合 
患者は携帯電話の電子メール機能を用いて,安否

情報メールを送信する(図 1-②).メールを受け取った

サーバは,緊急時医療手帳情報の URL 付きのメール

を関係者に送信する(図 1-③).関係者は受信したメー

ルに記載されている URL にアクセスし(図 1-④),患
者情報を確認(図 1-⑤)，必要に応じて避難・救助支

援を行う(図 1-⑥). 
(2) 患者が被災した場合 

患者が被災した場合,安否情報を送信できないこ

とが想定される．この場合,医療関係者には緊急時医 
 
 
 

療手帳情報の URL だけが記載されたメールが送ら

れる(図 1-③).メールに患者の安否情報がないことか

ら,この患者が被災したと想定し,URL にアクセスし

て(図 1-④)患者情報を取得し(図 1-⑤),避難・救助支

援を行う(図 1-⑥)という流れになっている. 
また,患者が安否情報メールを送り忘れている可

能性を想定して,患者のメール送信確認リストを作

成し,メールの送信がない患者に対して,安否情報の

送信を促すメールを責任者が一括送信する(図 1-⑦).
それでも,安否情報の送信がない患者は被災したと

判断し,救助支援を行う. 
 

 

 

. システム概要 
本システムは,現在稼動中の在宅医療ネット上で

携帯電話で安否情報を送信

す

ム構成 
システム構成を図 2 に示す.和歌山県立医科大学

図 1.災害時支援システムの全体の流れ 
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動作している[4].患者は

る.医療関係者は安否情報と一緒に,その患者の緊

急時医療手帳情報の URL が記載されたメールを受

け取り,その情報の確認が可能である.また,在宅医療

ネット上で動作していることから,常に患者の医療

情報が更新されており,災害時でも最新の情報が取

得可能である.さらに,在宅医療ネットにユーザ登録

している担当者は患者のカルテや個人情報なども閲

覧できる． 
 
3.1 システ
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にサーバを設置する.Web サーバには, 
A

L8.1.4 を用

pache(httpd-2.0.58),PHP-5.1.4,OpenSSL-0.9.7
を, データベースサーバには PostgreSQ
いている.患者は Web ブラウザ付携帯電話から,医療

関係者や市町村の担当者,近隣の保健所の方はPCや

PDA,Web ブラウザ付携帯電話からのアクセスを想

定している.  
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.2 安否情報の

患者は携帯電話の Web ブラウザを用いてシステ

を入力する(図 3).入力項目

力した電話番号を用いて患者の名前を検索し,
確 画面では患者の名前を表示し,本人かどうかを

確

療関係者は，患者の安否情報と緊急時医療手帳

(図
4)

 
 

. まとめ 
本稿では,災害発生時,患者の

保健所や近隣の市町村の担当者へも

] IAA SYSTEM( 被 災 者 登 録 検 索 シ ス テ ム ) 

http://www.iaa-alliance.net/ 
邊 晃：災害時における電子メールを

No.6，pp.657-659，

[3] 
 
[4] 菜,吉野 孝,紀平 為子,入江 真行：

の医療従事者間情

回全国大会講

図 4.メール受信画面 

図 3.患者入力画面 

図 2.システム構成 

図 5.緊急時医療手帳の画面

3 送信 
 

ムにアクセスし,安否情報

は，下記の 4 項目である． 
・ 患者の電話番号 
・ 現在の状態 
・ 現在の居場所 
・ コメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
入

認

認している.患者が送信した情報はデータベース

に保存される.患者の安否情報と一緒に, 緊急時医

療手帳情報の URL が記載されたメールが医療関係

者に送信される.もし, 患者が被災して安否情報を

送信できない場合は,緊急時医療手帳情報のページ

の URL だけが医療関係者に送信される. 
 

3.3 医療関係者のメールの受信 
医

情報の URL が記載されたメールを受け取る

.URL にアクセスすると,その患者の緊急時医療手

帳の情報(図 5)を閲覧することができる.在宅医療ネ

ットにユーザ登録している関係者は,さらに患者の

カルテ情報,個人情報なども閲覧可能となっている.
患者の医療情報などの個人情報のやり取りを行って

いるので，本システムは SSL 通信で個人情報の保護

をしている.また,患者情報開示許可のタイミングな

どを和歌山県立医大で管理している． 

 
４

 安否情報や医療情報

を担当者以外に

開示し,医療関係者内で情報閲覧ができるシステム

の開発について述べた.今後は,ユーザにシステムを

利用してもらう予定である. 
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